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1 【「町内会加入促進条例」の制定】
　双葉町町内会

住み良い街つくり、美しい環境、市長公約”ゼロ
ごみ”には全住民が理解協力頂くことが一番！その
中心になるのが町内会。会員減少進むばかり。当町
内会では2018から「加入促進班」を編成し活動を継
続中です。
　入会勧誘のチラシ配布し、その後”訪問勧誘”の
活動５年目になりますが限界を感じております。
　2018北海道新聞には札幌市では加入率71％で緊急
事態というので促進条例制定を検討の報道！当町内
会は50％ギリギリの状態～～無念

　町内会に関する条例制定につきましては、条例を
通して町内会や事業者の役割、市の責務役割を明文
化することは有効であると考えておりますが、まず
は市が町内会と向き合い、課題を共有し、一つ一つ
解決に向けて寄り添っていくことが、重要であると
考えております。
　市としましては、現在、市民生活部を中心に全庁
的な実効性のある取り組みを進めている段階であり
ますので、まずは、一定の形が見えるまで継続して
いくとともに、他市の条例制定後の効果を検証させ
ていただきたいと考えております。

C 市民生活部
　市民生活課

2 【「エスター苫小牧ビル」の解体】
　双葉町町内会

市民生活課へのもう忘れる位早い時期にお願い相
談
　札幌市の不動産会社からの情報＿＿債権売却　イ
ンターネット情報も同様　道、国への働きかけ？

　市としましては、これまでも所有者に対しまして
文書等により適正管理を求めておりますが、当該ビ
ル所有者が頻繁に変更されることもあり、対応に大
変苦慮している状況にございます。
　引き続き、所有者の把握や現況確認を継続しなが
ら、適正管理の働きかけを行ってまいります。

C 市民生活部
　市民生活課

令和５年８月２２日（火）　住吉コミュニティセンター

令和５年度　まちかどミーティング町内会からの要望事項
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3 【鹿・熊の市街地への出没について】
　住吉泉町内会

（１）鹿の出没
　鹿の市街地近郊での駆除が始まり、街中で鹿を見
かけることが少なくなっていると感じています。こ
れからも継続していただければ、花壇・家庭菜園の
被害も減り、自動車との接触事故も少なくなるので
よろしくお願いいたします。
（２）熊の出没
　札幌での熊の出没が増加し、駆除の対策となりま
した。駆除の対策が遅いように感じています。苫小
牧でも目撃情報は増えていると思いますが、市街地
への熊の出没があれば（問題は色々あると思います
が）駆除の対策を早めにとってほしいと思います。

（１）鹿による生活環境被害の減少を目的に市街地
周辺での捕獲事業を昨年度から実施しているほか、
今年６月からは花壇や家庭菜園の食害を受けている
方を対象に防獣ネットの貸出しについても開始して
おります。また、鹿による被害を減らすための抜本
的な対策は、全道的な生息数の頭数管理であると考
えていることから、北海道に対し捕獲による対策強
化について要望を継続してまいります。
【令和６年度３月末時点】
　令和６年１月より、令和５年度エゾシカ市街地出
没対策事業を行っており、今年度は昨年を上回る捕
獲頭数の見込みです。
（２）市では、近年道内各地で市街地に出没するヒ
グマが増えている状況を踏まえ、令和４年２月にヒ
グマ対策に特化した「ヒグマに関する危機管理マ
ニュアル」を策定しており、クマの有害性に対応し
た基準を定めております。本市においてはクマの目
撃件数については、概ね例年並みの件数で推移して
おりますが、市としては、このマニュアルに沿って
警察やヒグマ防除隊など関係機関と連携のもと迅速
かつ適切に対応してまいります。
【令和６年度３月末時点】
　令和５年10月、市街地においてヒグマが出没した
際は、市と苫小牧市ヒグマ防除隊による警戒活動
（パトロール等）を行いました。また、その後の出
没対策として、忌避剤の設置や、爆竹による追い払
い等も行いました。
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環境衛生部
　環境生活課
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